
山行報告書 

  

計画書整理 No. 

期   間：2021年 2月 6日（土夜） ～2月 7日（日） 

種   別：合宿  例山  個人  岳連  協会 

山   域：阿弥陀岳北西稜 

 参 加 者：鎌田、金川、関（ベルニナ）河本（横須賀） 

 コースタイム：5：26美濃戸山荘8：01北西稜分岐9：30第一岩峰10：45雪稜のバンド12：

15３ピッチ目14：30第二岩峰４ピッチ目17：10阿弥陀頂上17：53中岳のコル 

18：20行者小屋19：50美濃戸山荘 

 

記録 河本 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

              阿弥陀岳北西稜 

 2/7午前4：00起床。いつもの様に道の駅古淵沢にて仮眠をとってからの出発であった

が、時間の節約の為、朝食も各自行動食とした。この日の天気予報は午後から風が強くな

るという事なので、前回の反省を生かし今回はとにかく早めの行動をこころがけた。当初

の予定では八ヶ岳山荘に車を止め、帰りは御小屋尾根で降る事になっていたのだが、この

日の道路状況は悪くなかったので（決して良くもない）、急遽美濃戸山荘まで車で上がる

事にした。途中何箇所か車が滑る所があったが、勢いを付けてあがっていった。スバルの

４WDはこんな時非常に心強い。お陰で往復2時間は稼げた。前回は北西稜へ入る分岐ま

で半信半疑でルートを確認しながらの行動、そしてラッセルを強いられたのでかなり時間

がかかってしまったが、今回は快調に飛ばし、9：30に取り付くことができた。第一岩峰

 



（1ピッチ2ピッチ）は本来しっかりザイルを出す所ではあるが、皆の実力をみてここはア

ンザイレンで素早く通過。12：15には雪稜のバンドまで到達した。午前中に核心部を抜け

るのは流石に無理であったが、ここまでは決して悪いペースではなかった。なんだ北西稜

は大したことないなと思ったのも束の間、この先（通常の3ピッチ目）からが非常に悪か

った。 

3ピッチ目からきちんとザイルを組む事になったのだが、通常4名だと2パーティに分かれ

るのが一般的であろう。しかしこの日は4人ワンパーティーと言う手法を用いた。考え方

としては3人ワンパーティー＋1人といった感じ。私も初めての手法だったので、大変勉強

になった。さて3ピッチ目だが、雪も多く被っていてルートも不明瞭。ベテランの鎌田さ

んも、どこを行くか攻めあぐねていた。おまけに予報通り天気も荒れてきた。結局ここは

右に大きくトラバースし、リッジを一つ超えたルンゼを攻めたのだが、セカンドで行って

も息を呑む高度感で生きた心地がしなかった。このピッチだけでおおよそ２時間を費や

し、精神的にも肉体的にもかなり疲弊したのを思いだす。見た感じでは3ルート程取られ

ていた様に思えたが、我々は一番右のルート（立ち木にステナワ有り）をとった。さて次

は核心の4ピッチ目だがここは更に悪い。トポでは2ルート取られているとの事だが、リー

ダーの鎌田さんは左へトラバースする所謂アブミルートを選択した。トラバースを開始す

る頃には完全に天候が荒れガスが出てきたのでまるで下が見えない。本来私はこのトラバ

ースが大の苦手なのだが、下が全く見えなく雲の上にいる様な気分になり逆に気分が良く

なっていたのを思い出す（ハイになっていた）。一旦トラバースしてピッチを切りいよい

よ核心の最終ピッチ。アブミを持っていたのだが鎌田さんはここをアブミ無しで通過。セ

カンドの金川さんも難なく通過。残るは関さんと私だが本当にこのルートは悪い。いたる

所にアイゼンの引っかき跡が残っていてそれが更なる恐怖心を助長する。A0を使った

り、ステナワにピッケルをかけたり、ハーケンにアイゼン突っ込んだりと、とにかくあり

とあらゆる卑怯な手を使い何とか2人とものっこす事ができた。このピッチは2時間半を要

した。そんなこんなんで阿弥陀の頂上に着いたのが17：10。明るい内の下山が絶望的であ

り、フォーストビバークの可能性もみえてきた。とにかくヘッドライト無しで中岳沢のコ

ルまで降れば何とかなると思いその道を急ぐ。17：53何とかライト無しで難所を通過。次

は雪崩で有名な中岳沢だが、時間も時間なので躊躇なく突っ込んだ。こういう箇所の通過

はとにかく素早く降る事。そしてお互い一定の距離を取る事。連なって歩くと全滅し、お

互いに救助出来なくなる為である事を鎌田さんから教えて頂いた。18：20行者に到着。こ

こまで来てやっと緊張が解けた。南沢を降り19：50美濃戸山荘に到着。楽しくも厳しい山

行を終えた。 

ベルニナの皆様へ 

今回は長年の私の夢であった阿弥陀北西稜へのリクエストに応えて頂き、誠にありがとう

御座いました。私の実力では絶対に登れないルートであったと改めて思います。しかし、

自分で全く歯が立たないルートへ行きたいと思うのはやはりマナー違反だったのではとち

ょっと反省しております。これに懲りずにまたご一緒頂けたら幸いです（もうちょっとだ

けリクエストがあります）。今後とも宜しくお願い申しあげます。 


